
立花高等学校通信 ～ゆっくり・のんびり・まったり～ 

パイルアップ  

第 17号 

令和８年 8月２７日 
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 【来週の予定】                                                     

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

31（月） 全学年 月① 月② 月③ 月④ 月⑤ 月⑥ 月⑦ 

1（火） 全学年 火① 火② 火③ 火④ 火⑤ 火⑥ 火⑦ 

2（水） 全学年 水① 水② 水③ 水④ 水⑤ 水⑥ 水⑦ 

3（木） 全学年 木① 木② 木③ 木④ 木⑤ 木⑥ 木⑦ 

4（金） 全学年 金① 金② 金③ 金④ 金⑤ 金⑥ 放課後 

※在宅・登校の両方可のハイブリッド期間 

mamas café 来週の日替わりランチ  

31（月） 1（火） 2（水） 3（木） 4（金） 

チャンポン 

しゅうまい 

おにぎり 

シチュー 

コロッケ 

ご飯 or パン 

おろしとんかつ 

冷奴 

みそ汁 

ミックスグリル 

青菜の和え物 

コンソメスープ 

高菜ライス 

からあげ 

スープ 

 

（今日のイイね！） 

 

  

私の父、齋藤哲（さとし）17歳の

時の写真です。知覧の特攻隊の一員と

して本来ならば昭和 20 年 7 月に 18

歳で命を散らしていたはずでしたが、

訓練中に背骨を傷め、9 月に延期され

た結果生きて終戦を迎えました。 

 8 月 15日終戦の日に生徒の皆さん

はどんなことを考えましたか？生前父

はいつも先に特攻していった戦友のこ

とを私に話してくれていました。戦争

も震災も、当事者の方々には決して終

わることはないのかもしれません。 

 

当事者 

開講式の際にはあえてふれなかったのですが、夏休みに入って間もない７月２８日

に、熊本県を震源とする震度 7の地震が発生しました。私は学校近くのラーメン店に

いたのですが、けたたましい緊急速報音が今でも耳に残っています。 

 

本校生徒さんにも、ご親族のご自宅が全壊という被害が発生しました。そこで生

活をしていたワンちゃんの引き取り先を探そうと、先生方があれこれ知恵を出し合っ

て下さった姿を見て、胸がつまりました。先生方の心中に『当事者意識』を感じたか

らです。熊本県のことではなく、自分事として真剣に意見を出し合って下さいました。 

 

生徒の皆さん、熊本で起きた地震は自分事ではない出来事ですか？一ヵ月が経

過しようとしているので昔の出来事ですか？決してそうではありません。悲しみはどん

なに時間が経過しても軽くなるものではありません。今この瞬間も 400か所以上の

避難所で 1万人以上の方々が不便な生活を送っていらっしゃいます。その上、ペット

ちゃんの生活等々まで含めると、地震は今もまだ継続していると言えましょう。 

 

今週日曜日に先生方 10人で被災地に行って参ります。被災地でかき氷や綿菓

子を提供するために準備をしています。瓦礫の撤去等お手伝いすべき作業はたくさ

んありますが、近いうちに生徒の皆さんも安全に参加できる内容の貢献を模索した

いのです。当事者として何ができるかを自分に問うてみましょう。 

 

生徒さん達は『困っている人を放置しない人』であって欲しいと、常に強く思ってい

ます。困っている人は被災地だけにいるわけではありませんよね？自分の身近な人で

も何かに困っているならば、お互いに手を差し伸べあう君たちであって欲しいです。 

 



立花高等学校通信 ～ゆっくり・のんびり・まったり～ 

パイルアップ  

第 18号 

令和８年９月３日 

文責 校長 

 

 

 【来週の予定】                                                     

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

7（月） 全学年 月① 月② 月③ 月④ 月⑤ 月⑥ 月⑦ 

8（火） 全学年 火① 火② 火③ 火④ 火⑤ 火⑥ 火⑦ 

9（水） 全学年 水① 水② 水③ 水④ 放課後 

10（木） 全学年 木① 木② 木③ 木④ 木⑤ 木⑥ 木⑦ 

11（金） 全学年 金① 金② 金③ 金④ 金⑤ 金⑥ 放課後 

※全校生徒登校開始 

mamas café 来週の日替わりランチ  

７（月） ８（火） ９（水） 10（木） 11（金） 

ラーメン 

揚げ餃子 

おにぎり 

豚キムチ 

ナムル 

スープ 

ミートパスタ 

チキンカツ 

スープ 

鶏ネギソース 

竹輪ピーマン炒 

みそ汁 

豚肉オイスターソース 

エビカツ 

スープ 

 

（今日のイイね！） 

 

  

被災地熊本県氷川町に行って参りま

した。あまりの被害の凄惨さに言葉を

失いました。崩れてぺっしゃんこにな

った建物がたくさん放置されていまし

たし、道路のひび割れも壮絶でした。 

私たちは支援物資が集積される倉庫

で活動したのですが、そこにこのよう

な張り紙がありました。「ル―ル」「決

まり」でなく「思いやり」で物資を持 

ち帰ってほしいという願いです。ものすごく心に響いた呼びかけでした。被災者

の方から私たちに差し入れをもらったときには心が詰まりました。励ましに行っ

た私たちが逆に元気を頂いて返って参りました。君たちには何ができますか？ 

時代の流れ 

凄まじい変化ですよね。私の幼少期には、まだ手回し電話がありました。その後ダ

イヤル電話が各家庭に普及し、ものの１０年くらいでプッシュホン電話が主流になり、

さらにその後ほんの数年間のポケベルの時代を経て携帯電話が出現します。最初は

ショルダーバッグのような超巨大な、ただの「移動式」の電話でした。それが各自が

持てるサイズになり、低年齢化、それがスマホに変わったかと思えば、今や一気に生

成 AIの時代です。我々の暮らしはこの後どう変化していくのでしょうね？ 

 

果たして私たちは便利になってきたのでしょうか？２４時間誰かとつながる時代で

す。おびただしいツールがあふれ、私たちの感情が機器に管理されているような感覚

さえ持ってしまいます。とは言えどんなに時代が変化しようとも、絶対に守り通すべき

人間の矜持があります。これを忘れて時代がスマートになり続けるのは危険です。 

 

それは「モラル」です。マナーやルールとは違った、あなた自身の心の正しさに、今

一度目を向けてほしいのです。ルールは集団の秩序維持のために必要な守るべき決

まりごとのことです。マナーは、他者への気遣いや配慮のことですね。ルールであろう

がなかろうが社会的な常識や慣習のことです。私が強調したい「モラル」は、善悪を

判断する道徳観・倫理観と言った個人の良心や精神性を表す大切な感覚です。 

 

ネット上で何かをアップしたり、他人に対して発する言葉や、仲間内で誰かを揶揄

するような会話の場合、ルールではなく心の中のフィルターでそれが誰にどのような

影響力を発してしまうのかを、自分自身の生き方の問題として考えてほしいのです。

そんな「モラル」が弱まっているような気がしてならないのです。機器は豊かになって

も人の心がやせ細っていったら、時代の流れは一気に崩壊に向かうと思います。 

 



立花高等学校通信 ～ゆっくり・のんびり・まったり～ 

パイルアップ  

第１９号 

令和８年９月１０日 

文責 校長 

 

 

 【来週の予定】                                                     

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

14（月） 全学年 月① 月② 月③ 月④ 

放課後 

補講期間 

15（火） 全学年 火① 火② 火⑤ 火⑥ 

16（水） 全学年 水① 水② 水③ 水④ 

17（木） 全学年 木① 木② 木③ 木④ 

18（金） 全学年 金① 金② 金③ 金④ プレミアムフライデー 

 

mamas café 来週の日替わりランチ  

14（月） 15（火） 16（水） 17（木） 18（金） 

豚汁 

アジフライ 

高菜の和え物 

ヤムニョムチキン 

人参しりしり 

スープ 

トルコライス 

サラダ 

スープ 

鮭ホイル焼き 

鶏と根野菜の煮物 

みそ汁 

太平燕 

春巻き 

おにぎり 

 

（今日のイイね！） 

 

 

先日東京出張の際に羽田空港の新

しいロビーで自走型の車椅子を見ま

した。コンピューター制御で車椅子

自身の意思で走っていました。 

とても便利で素敵なことです。し

かし、便利になりすぎて誰かが誰か

のお世話をする機会が尚更減ってい

ってしまうのが心配です。迷惑をか

けあえる社会こそが素敵だし、そも

そも車椅子の方の歩行のお手伝いを

することは迷惑でも何でもありませ

ん。便利さは諸刃の刃なのです。 

 

自分だけは 

毎朝出勤する際に、福工大前近くの踏切を通過します。ちょっと変わった交差点の

作りになっていて、踏切の向こう側は三叉路、こちら側と合わせると五本の道路が踏

切をはさんでいるのです。朝の時間帯はこれに社会人の方の出勤、城東高校と和白

丘中の生徒さんの登校も重なるので、かなり混雑した状況になってしまいます。 

 

私は城東高校側から右折する形でその踏切に差し掛かります。対向車は左折の

順番を待っています。踏切の向こう側からもこちら側に車が進入してきますが、その

車が左折か右折かでこちら側の車の動作も大きく異なってくるのです。 

 

こんな時に何より大切なのは「ゆずり合い」の気持ちです。「どうぞ」「ありがとう」

の連鎖で、大混乱のはずの交差点がとてもスムーズに流れるのです。決してルール

ではないし、ましてや警察官の方が交通整理をするまでもなく、お互いの思いやりで

事態が混乱することなく落ち着いて動いている瞬間が、私は大好きなのです。 

 

そんな中で、たった一台の車が我先に飛び込んでくることがあります。別にルール

違反でも何でもないのですが、ゆずり合いの流れの中では明らかにこちらの順番な

のに強引に突っ込んでくるのです。そのたった一台の出現で、現場は急に混乱をきた

し、やがて平穏を取り戻します。ただそれだけの現象なのですが、私にはとても残念

に思えてなりません。その一瞬だけのことなので、当人は気にしてないのでしょうね。 

 

ちなみに、中学生や高校生はそんな無謀なことはしないし、そっとお礼の会釈をす

るのも決まって子どもたちです。大人のモラルが社会性を低下させているのではない

でしょうか。「自分だけは」は、決してあなただけのことではないのです。 
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